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は
じ
め
に
　
『
鶴
見
日
本
文
学
』（
一
九
～
二
二
、
平
二
七
～
三
〇
・
三
）
に
掲
載
し
た
「
僧
正
公
朝
の
和
歌
注
釈
稿
（
一
～
四
）」（
以
下
「
注
釈
稿
」
と
略
記
）
で
、
僧
正
公
朝
の
和
歌
に
注
釈
を
施
し
て
き
た
。
そ
こ
で
見
落
と
し
て
い
た
、
公
朝
の
和
歌
９
首
を
取
り
上
げ
、
注
釈
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
便
宜
上
、「
注
釈
稿
（
四
）」
の
続
き
と
し
て
、
見
出
し
（
節
）
の
番
号
を
「
十
」
と
す
る
が
、
年
次
の
順
序
で
言
え
ば
、「
三　
『
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
』」
と
「
四　
『
三
十
六
人
大
歌
合
』」
と
の
間
に
位
置
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
歌
番
号
を
331
～
339
と
す
る
が
、
こ
れ
も
本
来
は
53
～
61
で
あ
る
。「
注
釈
稿
（
四
）」
の
194
は
、
本
稿
の
334
と
同
じ
歌
だ
が
、
注
釈
は
補
正
し
つ
つ
再
掲
し
た
。
従
っ
て
、
公
朝
の
現
存
歌
数
は
、
三
三
八
首
と
な
る
。
な
お
、「
注
釈
稿
」
を
踏
ま
え
て
、
公
朝
の
和
歌
の
全
容
に
つ
い
て
は
、「
僧
正
公
朝
の
和
歌
の
様
相
」（『
鶴
見
日
本
文
学
』
二
三
、
平
三
一
・
三
）
と
し
て
論
じ
た
。
今
回
の
補
遺
に
よ
っ
て
、
そ
の
論
を
改
め
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
よ
り
細
か
い
点
に
つ
い
て
は
、
別
に
補
正
を
期
し
た
い
と
思
う
。
凡
　
例
一
、
次
の
各
項
か
ら
な
る
。
四
〇
①
整
定
本
文
。
詞
書
・
歌
題
（
前
の
も
の
が
か
か
る
場
合
は
括
弧
に
入
れ
る
）
と
和
歌
本
文
と
し
、
作
者
位
署
は
各
集
の
最
初
に
一
括
し
て
示
し
て
省
略
す
る
。
和
歌
の
下
に
括
弧
に
入
れ
て
出
典
の
部
立
・
歌
番
号
等
を
記
す
。
た
だ
し
、
本
文
を
改
め
た
り
注
記
が
必
要
な
場
合
は
、
①
の
前
に
〔
本
文
〕
の
項
目
を
立
て
る
。
②
通
釈
。
③
本
歌
・
本
説
・
本
文
（
前
項
の
「
本
文
」
と
は
別
、
基
に
し
た
漢
詩
文
の
意
）、
④
参
考
（
公
朝
が
踏
ま
え
た
歌
な
ら
び
に
解
釈
上
に
必
要
な
歌
）、
⑤
類
歌
（
表
現
・
趣
向
が
類
似
し
た
歌
）、
⑥
影
響
（
公
朝
歌
を
踏
ま
え
た
歌
）、
⑦
享
受
（
公
朝
歌
を
本
歌
取
り
し
た
歌
）。
⑧
語
釈
。
⑨
補
説
。
③
～
⑨
は
、
無
い
場
合
や
不
要
の
場
合
に
は
省
略
。
一
、
底
本
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
定
家
家
隆
両
卿
歌
合
幷
弘
長
歌
合
』（
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
Ｈ—
743—
50
）
で
、
そ
の
写
真
版
に
拠
る
。
一
、
本
文
は
、
次
の
方
針
に
従
う
。
１
．
底
本
の
翻
印
は
、
通
行
の
字
体
に
よ
り
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
、
意
味
や
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
ひ
ら
仮
名
を
漢
字
に
、
漢
字
を
ひ
ら
仮
名
や
別
の
漢
字
に
改
め
る
。
送
り
仮
名
を
付
す
。
清
濁
・
読
点
を
施
す
。
な
お
、
原
則
と
し
て
ひ
ら
仮
名
の
反
復
記
号
は
用
い
な
い
。「
謌
」「
哥
」
は
「
歌
」
に
統
一
す
る
。
２
．
本
文
を
改
め
た
場
合
、
底
本
の
原
状
は
右
傍
に
記
す
（
送
り
仮
名
を
付
し
た
場
合
は
傍
点
）。
私
に
ふ
り
仮
名
を
付
す
場
合
は
（　
）
に
入
れ
て
区
別
す
る
。
そ
の
他
、
問
題
点
や
注
意
点
は
、
適
宜
特
記
す
る
。
３
．
他
資
料
の
本
文
と
の
異
同
は
、
漢
字
・
仮
名
の
別
や
仮
名
遣
い
の
違
い
や
送
り
仮
名
の
有
無
な
ど
、
表
記
上
の
違
い
は
原
則
と
し
て
取
ら
な
い
（
解
釈
の
分
か
れ
る
可
能
性
の
あ
る
表
記
上
の
違
い
で
あ
る
場
合
は
参
考
ま
で
に
注
記
す
る
）。
４
．
底
本
の
本
行
の
原
状
（
見
消
ち
等
の
補
訂
は
本
行
に
復
元
）
に
対
し
て
他
資
料
の
本
文
と
の
異
同
を
示
す
。
５
．
歌
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。
僧
正
公
朝
の
和
歌
注
釈
稿
補
遺
四
一
一
、
引
用
の
和
歌
は
、
特
記
し
な
い
限
り
新
編
国
歌
大
観
本
に
拠
る
。
万
葉
集
は
、
原
則
と
し
て
西
本
願
寺
本
の
訓
と
旧
番
号
に
従
う
。
な
お
、
表
記
は
私
に
改
め
る
。
歌
集
名
は
、
原
則
と
し
て
「
和
歌
」
を
省
く
。
そ
の
他
の
引
用
は
、
日
本
歌
学
大
系
本
他
の
流
布
刊
本
に
拠
る
他
、
特
殊
な
本
文
の
場
合
に
は
特
記
す
る
。
注
　
釈
十
　
宗
尊
親
王
弘
長
二
年
歌
合
二
種
　
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
に
、
恐
ら
く
は
宗
尊
親
王
が
催
し
た
と
思
し
い
二
種
の
歌
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
定
家
家
隆
両
卿
歌
合
幷
弘
長
歌
合
』（
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
Ｈ—
743—
50
）
に
合
冊
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
川
剛
生
が
見
出
し
、
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
展
示
「
う
た
の
ち
か
ら
―
和
歌
の
時
代
史
―
」（
平
一
七
・
一
〇
～
一
一
）
に
出
展
さ
れ
、
そ
の
後
、
佐
藤
智
広
「
宗
尊
親
王
弘
長
二
年
歌
合
二
種
に
つ
い
て
」（『
昭
和
学
院
国
語
国
文
』
三
七
、
平
二
一
・
三
）
が
、
翻
刻
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は
小
さ
く
な
い
。
佐
藤
論
で
は
、
内
題
「
弘
長
歌
合
」
の
も
の
を
Ａ
、
同
「
歌
合　
弘
長
二
年
三
月
十
七
日
」
の
も
の
を
Ｂ
と
し
、「
両
歌
合
と
も
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
春
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
言
い
、
他
出
文
献
の
検
証
か
ら
、「
宗
尊
親
王
主
催
の
鎌
倉
で
の
歌
合
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
」
と
し
、
弘
長
元
年
七
月
七
日
の
『
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
』
の
「
余
波
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
小
規
模
な
歌
合
が
行
わ
れ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
」
と
言
う
。
　
Ａ
の
出
詠
者
（
左
・
右
）
は
、
宗
尊
親
王
（
女
房
）・
真
観
、
藤
原
能
清
・
北
条
時
広
、
源
時
清
・
北
条
時
遠
、
惟
宗
忠
景
・
源
親
行
、
円
勇
・
藤
原
（
鎌
田
）
行
俊
、
素
暹
・
公
朝
で
、
全
一
二
名
。
歌
題
は
、
花
・
郭
公
・
月
・
雪
・
恋
の
五
題
の
全
三
十
番
（
六
番
四
二
欠
）
で
あ
る
。
Ｂ
の
出
詠
者
は
、
宗
尊
親
王
（
女
房
）・
真
観
、
藤
原
能
清
・
北
条
時
広
、
源
時
清
・
北
条
時
遠
、
円
勇
・
藤
原
（
鎌
田
）
行
俊
、
素
暹
・
公
朝
で
、
全
一
〇
名
。
Ａ
の
四
つ
目
の
番
の
惟
宗
忠
景
・
源
親
行
の
番
が
Ｂ
に
は
な
い
。
歌
題
は
、
月
前
花
・
霞
中
花
・
山
路
花
・
閑
居
花
・
河
上
花
の
五
題
で
、
全
二
十
五
番
で
あ
る
。
Ａ
と
Ｂ
は
共
に
、
勝
負
付
け
は
あ
り
、
そ
の
一
部
に
小
字
書
き
入
れ
の
注
が
付
さ
れ
て
は
い
る
が
、
完
全
な
判
詞
と
は
言
え
ず
、
判
者
も
不
明
で
あ
る
。
　
こ
の
両
歌
合
に
、
同
時
の
関
東
歌
壇
の
重
要
な
法
体
歌
人
と
し
て
出
詠
し
た
公
朝
の
位
署
は
、
後
者
に
拠
れ
ば
「
権
律
師
公
朝
」（
左
「
沙
弥
素
暹
」）
で
あ
る
。
前
者
『
弘
長
歌
合
』
は
、
公
朝
が
初
出
す
る
六
番
の
本
文
を
欠
い
て
、
以
下
「
公
朝
」（
左
「
素
暹
」）
だ
が
、
本
来
は
後
者
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
者
が
六
番
の
本
文
を
欠
く
の
で
、
両
歌
合
の
公
朝
の
詠
作
は
本
来
10
首
で
あ
る
が
、
残
り
の
９
首
に
注
釈
を
施
す
こ
と
と
と
す
る
。
相
方
の
素
暹
は
、
俗
名
東
（
平
・
千
葉
）
胤
行
。
生
年
未
詳
～
弘
長
三
（
一
二
六
三
）
年
八
月
六
日
以
前
、
一
説
に
九
十
一
歳
と
も
。
東
重
胤
男
。
子
孫
に
東
常
縁
が
あ
る
。
鎌
倉
殿
御
家
人
。
中
務
丞
。
文
武
兼
備
の
士
（
吾
妻
鏡
）
で
、
ま
た
連
歌
の
好
士
で
も
あ
っ
た
（
沙
石
集
、
菟
玖
波
集
）。
実
朝
か
ら
宗
尊
ま
で
四
代
の
将
軍
に
近
侍
し
た
。
上
洛
・
在
京
し
て
、
藤
原
定
家
を
訪
問
（
明
月
記
・
天
福
元
・
二
・
七
）、
ま
た
家
隆
男
隆
祐
と
も
交
わ
る
。『
続
後
撰
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
二
二
首
入
集
。
『
雲
葉
集
』『
新
和
歌
集
』『
東
撰
六
帖
』『
拾
遺
風
体
集
』
に
歌
が
見
え
る
。
　
な
お
、
番
の
「
左
」「
右
」
は
省
略
す
る
。［　
］
は
虫
損
を
示
す
。
ま
た
、
和
歌
の
下
の
（　
）
内
の
漢
数
字
は
、
右
記
佐
藤
翻
刻
の
歌
番
号
で
あ
る
。
　
①
弘
長
歌
合
僧
正
公
朝
の
和
歌
注
釈
稿
補
遺
四
三
（
郭
公
）
331　
物
憂う
か
る
音
に
は
な
か
ね
ど
時ほと
ゝ
き
す鳥
聞き
け
ば
我
か
ら
濡ぬ
る
るゝ
袖
か哉な
（
十
二
番
・
二
二
）
〔
通
釈
〕（
郭
公
）
時
鳥
は
、
何
と
な
く
憂
く
辛
い
声
に
出
し
て
泣
く
よ
う
に
鳴
く
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
を
聞
く
と
自
分
自
身
の
せ
い
で
涙
に
濡
れ
る
袖
で
あ
る
こ
と
だ
な
。
〔
本
歌
〕　
あ
ま
の
刈
る
藻
に
す
む
虫
の
我
か
ら
と
音
を
こ
そ
な
か
め
世
を
ば
う
ら
み
じ
（
古
今
集
・
恋
五
・
八
〇
七
・
典
侍
直
子
）
あ
や
し
き
は
待
つ
人
か
ら
か
時
鳥
な
か
ぬ
に
さ
へ
も
濡
る
る
袖
か
な
（
千
載
集
・
夏
・
一
五
一
・
道
命
）
〔
語
釈
〕　
○
な
か
ね
ど
―
「
泣
か
ね
ど
」
に
「
鳴
か
ね
ど
」
が
掛
か
る
。
○
我
か
ら
―
本
歌
の
直
子
詠
で
は
、
甲
殻
類
の
一
種
の
「
割
殻
」
に
、
自
分
か
ら
の
意
の
「
我
か
ら
」
が
掛
か
る
が
、
こ
こ
は
後
者
の
意
味
だ
け
に
な
る
。
〔
補
説
〕　
左
の
素
暹
詠
「
う
た
て
我
尋
ね・
ず
と
て
や
郭
公
鳴
く・
べ
き
頃比
の
音
を
惜お
し
む
ら
ん
」（
二
一
）
と
は
持
で
、「
左
右
共
優
美
也
」
の
小
字
の
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
素
暹
詠
は
、
屈
折
が
あ
り
や
や
分
か
り
に
く
い
。「
不
愉
快
に
も
、
私
が
探
し
尋
ね
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
時
鳥
は
、
鳴
く
は
ず
の
こ
の
頃
の
声
を
惜
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
と
い
う
趣
意
で
あ
ろ
う
か
。
同
時
代
の
類
詠
に
「
う
た
て
な
ど
尋
ね
入
り
て
も
時
鳥
待
つ
し
る
し
な
き
三
輪
の
杉
む
ら
」（
実
材
母
集
・
尋
郭
公
・
七
三
六
）
が
あ
る
。
（
月
）
332　
月
影
は
身
を
分わ
け
て
し
も
照て
ら
な
く
に
胸
の
中うち
に
ぞ
常つね
に
す
む
て
ふ
（
十
八
番
・
三
四
）
四
四
〔
通
釈
〕（
月
） 
月
の
光
は
人
の
身
を
切
り
分
け
て
照
る
訳
で
も
な
い
の
に
、
そ
の
胸
の
中
に
常
に
澄
ん
で
住
ん
で
い
る
と
い
う
。
〔
本
歌
〕　
秋
風
は
身
を
分
け
て
し
も
吹
か
な
く
に
人
の
心
の
空
に
な
る
ら
む
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
八
七
・
友
則
）
〔
参
考
〕　
鷲
の
山
隔
つ
る
雲
や
深
か
ら
ん
常
に
す
む
な
る
月
を
見
ぬ
か
な
（
後
拾
遺
集
・
釈
教
・
寿
量
品
・
一
一
九
五
・
康
資
王
母
）
身
を
分
け
て
鶴
の
林
を
出
で
し
よ
り
亀
井
に
う
つ
る
有
明
の
月
（
拾
玉
集
・
略
秘
贈
答
和
歌
百
首
・
三
四
二
三
）
〔
語
釈
〕　
○
月
影
―
月
あ
る
い
は
月
光
の
意
だ
が
、
仏
（
釈
尊
）
を
寓
意
す
る
か
。
○
す
む
―
「
住
む
」
に
「
澄
む
」
が
掛
か
る
。「
常
に
住
む
」
は
、
仏
（
釈
尊
）
が
久
遠
常
住
不
滅
で
あ
る
こ
と
を
寓
意
す
る
か
。
〔
補
説
〕　
左
の
素
暹
詠
「
久
堅
の
月
に
は
海あ
ま人
の
告
げ・
ず
と
も
住
吉よし
と
て
や
隈くま
無な
か
る
ら
む
」（
三
三
）
が
勝
つ
。
こ
れ
は
、「
住
吉
と
海
人
は
次
ぐ
と
も
長
居
す
な
人
忘
れ
草
生
ふ
と
い
ふ
な
り
」（
古
今
集
・
雑
上
・
九
一
七
・
忠
岑
）
を
本
歌
と
し
て
、「
月
に
、
海
人
が
（
あ
の
古
歌
の
よ
う
に
）
住
み
良
い
と
告
げ
な
く
て
も
、
た
し
か
に
住
み
良
い
住
吉
（
の
神
の
地
）
と
い
う
こ
と
で
、
月
は
曇
り
な
く
照
ら
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
「
住
吉
」
は
、
摂
津
国
の
歌
枕
で
住
吉
明
神
（
住
吉
大
社
）
が
鎮
座
す
る
地
の
意
に
、「
住
み
良
し
」
が
掛
か
る
。「
や
は
ら
ぐ
る
光
や
添
ふ
る
住
吉
の
あ
た
り
隈
無
し
有
明
の
月
」（
住
吉
社
歌
合
嘉
応
二
年
・
社
頭
月
・
四
四
・
憲
経
）
と
詠
ま
れ
る
の
で
、「
淡
路
島
沖
つ
浪
間
に
風
立
ち
て
月
は
隈
無
く
住
吉
の
松
」（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
七
四
七
・
忠
良
）
や
「
袖
の
上
に
曇
ら
ぬ
夜
半
の
雨
過
ぎ
て
月
は
隈
無
く
住
吉
の
空
」（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
三
・
一
四
五
一
・
越
前
）
の
両
歌
も
併
せ
見
る
と
、「
住
吉
」
が
住
吉
明
神
の
地
故
に
「
月
」「
隈
無
し
」
と
す
る
一
定
の
通
念
が
存
し
た
か
。
そ
の
神
慮
故
に
勝
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
雪
）
僧
正
公
朝
の
和
歌
注
釈
稿
補
遺
四
五
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雪
降
れ・
ば
か
た
ち
も
花
に
な
り
に
け
り
深
山
隠かく
れ
の
朽
ち・
木
な
れ
〔
ど
も
〕（
廿
四
番
・
四
六
）
〔
通
釈
〕（
雪
）  
雪
が
降
る
と
、
姿
形
も
花
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
な
。
深
山
に
隠
れ
て
い
る
朽
ち
木
で
あ
る
け
れ
ど
も
。
〔
本
歌
〕　
か
た
ち
こ
そ
深
山
隠
れ
の
朽
ち
木
な
れ
心
は
花
に
な
さ
ば
な
り
な
む
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
七
五
・
兼
芸
）
〔
参
考
〕　
雪
消
え
ぬ
我
が
み
山
な
る
朽
ち
木
に
は
春
も
待
た
れ
ぬ
心
地
こ
そ
す
れ
（
重
之
・
鏡
に
白
さ
や
見
え
け
む
・
七
四
）
〔
語
釈
〕　
○
朽
ち
木
―
腐
り
朽
ち
た
木
の
意
。
参
考
の
重
之
歌
の
よ
う
に
、
希
望
の
な
い
不
遇
な
身
を
寓
意
す
る
か
。
○
結
句
―
底
本
は
「
朽
木
な
れ
［
と　
］」
で
、
句
末
忠
損
だ
が
、
一
首
の
内
容
か
ら
私
に
「
朽
ち
木
な
れ
ど
も
」
に
解
し
て
お
く
。
〔
補
説
〕　
左
の
素
暹
詠
「
春
は
な猶ほ
咲さ
け
る
咲さ
か
ざ
る
梢
ま
で
さ
な
が
ら
花
に
降ふ
れ
る
白しら
雪
」（
四
五
）
と
は
持
。
素
暹
詠
は
、「
春
の
色
の
到
り
到
ら
ぬ
里
は
あ
ら
じ
咲
け
る
咲
か
ざ
る
花
の
見
ゆ
ら
む
」（
古
今
集
・
春
下
・
九
三
・
読
人
不
知
）
を
本
歌
に
す
る
。『
弘
長
百
首
』
の
為
氏
詠
「
山
桜
咲
け
る
咲
か
ざ
る
お
し
な
べ
て
さ
な
が
ら
花
と
見
ゆ
る
白
雲
」（
春
・
花
・
九
九
）
に
酷
似
す
る
。
同
百
首
は
「
お
そ
ら
く
」「
弘
長
元
年
秋
か
ら
冬
の
頃
に
お
お
む
ね
詠
ま
れ
」（
新
編
国
歌
大
観
佐
藤
恒
雄
解
題
）
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
素
暹
詠
が
見
習
っ
た
と
す
れ
ば
、
関
東
歌
人
が
直
近
の
京
都
中
央
の
百
首
歌
を
い
ち
早
く
摂
取
し
た
こ
と
に
な
る
。
（
恋
）
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何
と
ま又た
人
の
刈か
ら
ま
く
惜お
し
む
ら
ん
標しめ
結ゆ
は
ま
し
を
越こし
の
菅すか
原
（
三
十
番
・
五
八
）
〔
通
釈
〕（
恋
）
四
六
ど
う
し
て
ま
た
、
人
が
菅
を
刈
る
こ
と
を
惜
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
標
を
結
え
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
越
の
菅
原
に
。（
な
ぜ
に
今
更
、
私
の
思
い
人
を
他
の
者
が
我
が
も
の
に
す
る
こ
と
を
惜
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
人
は
私
だ
け
の
占
有
だ
と
囲
い
込
ん
で
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
に
。
も
う
遅
い
の
だ
。）
〔
本
歌
〕　
ま
玉
つ
く
越
の
菅
原
我
刈
ら
ず
人
の
刈
ら
ま
く
惜
し
き
菅
原
（
万
葉
集
・
巻
七
・
譬
喩
歌
・
一
三
四
一
・
作
者
未
詳
）
山
高
み
夕
日
隠
れ
ぬ
浅
茅
原
の
ち
見
む
た
め
に
標
結
は
ま
し
を
（
同
右
・
一
三
四
二
・
同
右
）
〔
語
釈
〕　
○
越
の
菅
原
―
本
歌
は
原
文
「
越
能
菅
原
」
で
、「
越
」
は
「
を
ち
」
が
通
行
訓
。
こ
の
「
越
」
は
未
詳
だ
が
、
大
和
国
（
現
奈
良
県
高
市
郡
高
取
町
越
智
）
の
「
越
智
野
」、
あ
る
い
は
近
江
国
（
現
滋
賀
県
坂
田
郡
近
江
町
）
の
「
越
智
」
と
見
る
説
が
あ
る
。
該
歌
の
場
合
は
、
万
葉
の
西
本
願
寺
本
等
の
訓
に
従
い
「
こ
し
の
菅
原
」
で
あ
り
、
越
の
国
の
「
菅
原
」
と
認
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。『
歌
枕
名
寄
』
で
は
「
越
菅
原
」
を
佐
渡
国
に
部
類
し
、
右
の
万
葉
歌
に
加
え
て
、
家
隆
の
「
知
ら
ざ
り
き
越
の
菅
原
荒
れ
果
て
て
か
り
に
も
あ
は
ぬ
契
り
な
り
と
は
」（
壬
二
集
・
院
百
首
建
保
四
年
・
恋
・
八
八
四
＝
七
六
三
三
）
と
家
良
の
「
恋
ひ
侘
び
ぬ
あ
り
し
ば
か
り
の
玉
も
が
な
越
の
菅
原
人
目
も
り
つ
つ
」（
夫
木
抄
・
雑
四
・
原
・
こ
し
の
す
が
は
ら
・
九
九
〇
九
＝
七
六
三
四
、
三
句
「
ひ
ま
も
が
な
」）
の
両
首
を
挙
げ
る
。
歌
枕
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
漠
然
と
越
国
辺
り
の
菅
の
生
え
る
原
と
い
う
印
象
以
上
に
は
、
具
体
性
を
帯
び
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
〔
補
説
〕　
『
万
葉
集
』
の
並
び
の
両
首
を
取
り
併
せ
た
歌
。
安
易
と
言
え
ば
安
易
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
実
朝
や
宗
尊
と
い
っ
た
関
東
歌
壇
の
主
宰
た
る
鎌
倉
殿
の
常
套
で
も
あ
っ
た
。
と
は
言
え
、
本
歌
に
即
い
た
比
喩
表
現
で
言
わ
ば
失
恋
を
詠
じ
て
い
る
が
、
誹
諧
や
諧
謔
と
背
中
合
わ
せ
の
軽
み
が
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。
こ
の
一
首
は
既
に
、「
注
釈
稿
（
四
）」
の
194
で
、『
夫
木
抄
』（
雑
四
・
九
九
一
一
）
の
一
首
と
し
て
見
た
の
で
、
注
釈
は
補
訂
し
つ
つ
再
掲
し
た
。
同
抄
の
詞
書
（
集
付
）「
中
務
卿
親
王
家
歌
合
、
恋
」
は
、
こ
の
『
弘
長
歌
合
』
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
僧
正
公
朝
の
和
歌
注
釈
稿
補
遺
四
七
左
の
素
暹
詠
「
な
ほを
ざ
り
の
契
り
を
ね
た
く
頼たの
み
つ
つゝ
我わ
が
は
か
な
さ
を
知し
ら
れ
ぬ
る
か哉な
」（
五
七
）
が
勝
つ
。「
な
ほ
ざ
り
の
人
の
契
り
も
な
か
な
か
に
定
め
な
き
世
と
頼
む
ば
か
り
ぞ
」（
新
撰
六
帖
・
第
五
・
ち
ぎ
る
・
一
五
三
六
・
家
良
）
が
、
素
暹
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。「
契
り
お
き
て
帰
り
し
こ
と
を
頼
み
つ
つ
逢
は
で
も
ね
た
く
過
ぐ
し
つ
る
か
な
」（
為
忠
家
後
度
百
首
・
恋
・
来
不
会
恋
・
六
一
三
・
為
経
〔
寂
超
〕）
も
解
釈
の
助
け
に
は
な
ろ
う
。「
い
い
か
げ
ん
な
あ
の
人
の
約
束
を
、
悔
し
く
も
あ
て
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
は
か
な
い
虚
し
さ
を
自
然
と
分
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
な
。
」
と
い
う
趣
意
か
。
恋
歌
ら
し
さ
の
点
で
、
公
朝
詠
に
勝
る
か
。
以
上
、
四
番
中
、
素
暹
詠
の
勝
二
番
、
持
二
番
で
あ
る
。
　
②
歌
合　
弘
長
二
年
三
月
十
七
日
（
月
前
花
）
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月
影
に
花
見み
る
夜
半
ぞ
来こ
ぬ
人
の
待ま
た
る
るゝ
時
の
限
り・
な成り
け
る
（
五
番
・
一
〇
）
〔
通
釈
〕（
月
前
の
花
）
月
の
光
に
花
を
見
る
夜
こ
そ
は
、
来
な
い
人
を
自
然
と
待
つ
時
分
の
、（
風
情
の
）
極
み
な
の
で
あ
っ
た
。
〔
本
歌
〕　
月
影
に
花
見
る
夜
半
の
う
き
雲
は
風
の
つ
ら
さ
に
劣
ら
ざ
り
け
り
（
金
葉
集
・
春
・
五
六
・
匡
房
）
〔
参
考
〕　
月
夜
に
は
来
ぬ
人
待
た
る
か
き
曇
り
雨
も
降
ら
な
む
侘
び
つ
つ
も
寝
む
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
七
五
・
読
人
不
知
）
い
つ
は
と
は
時
は
分
か
ね
ど
秋
の
夜
ぞ
物
思
ふ
事
の
限
り
な
り
け
る
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
八
九
・
読
人
不
知
）
四
八
〔
補
説
〕　
左
の
素
暹
詠
「
散
る・
ま
で
は
見み
る
べ
き
花
の
程
ば
か
り
霞
忘わす
れ
よ
春
の
夜
の
月
」（
九
）
が
勝
つ
。
そ
の
上
句
は
「
折
り
と
ら
ば
惜
し
げ
に
も
あ
る
か
桜
花
い
ざ
宿
借
り
て
散
る
ま
で
は
見
む
」
と
「
有
り
果
て
ぬ
命
待
つ
間
の
程
ば
か
り
憂
き
こ
と
し
げ
く
思
は
ず
も
が
な
」（
古
今
集
・
春
上
・
六
五
・
読
人
不
知
、
雑
下
・
九
六
五
・
貞
文
）
を
踏
ま
え
る
。
下
句
は
、「
浅
緑
花
も
ひ
と
つ
に
霞
み
つ
つ
お
ぼ
ろ
に
見
ゆ
る
春
の
夜
の
月
」（
新
古
今
集
・
春
上
・
五
六
・
菅
原
孝
標
女
）
等
、「
春
の
夜
の
月
」
が
霞
む
と
い
う
通
念
や
類
型
、
即
ち
本
意
に
対
し
て
、
敢
え
て
「
霞
忘
れ
よ
」
と
言
う
趣
向
で
あ
る
。
（
霞
中
花
）
336　
し
か
り
と
て
風
も
た
ま
ら
ず
春
霞
花
に
か
ひ
な
き
隔へた
て
な成り
け
り
（
十
番
・
二
〇
）
〔
通
釈
〕（
霞
中
の
花
）
そ
う
だ
と
し
て
も
、（
花
を
散
ら
す
）
風
も
春
霞
に
よ
っ
て
溜
ま
り
と
ど
ま
り
は
し
な
い
。（
花
を
隠
す
）
春
霞
は
、
花
に
と
っ
て
何
の
か
い
も
な
い
、
た
だ
の
隔
て
な
の
で
あ
っ
た
。
〔
参
考
〕　
春
霞
立
ち
な
隔
て
そ
花
盛
り
見
て
だ
に
飽
か
ぬ
山
の
桜
を
（
拾
遺
集
・
春
・
四
二
・
元
輔
）
山
桜
に
ほ
ふ
あ
た
り
の
春
霞
風
を
ば
よ
そ
に
立
ち
隔
て
な
ん
（
千
載
集
・
春
上
・
四
八
・
中
納
言
女
王
）
〔
語
釈
〕　
○
し
か
り
と
て
―
「
し
か
り
と
て
背
か
れ
な
く
に
事
し
あ
れ
ば
ま
づ
嘆
か
れ
ぬ
あ
な
憂
世
の
中
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
三
六
・
篁
）
が
原
拠
。
〔
補
説
〕　
左
の
素
暹
詠
「
色
深ふか
き
花
の
錦
を
か
さ
ね
て
も
春
の
上うは
着き
は
霞
な成り
け
り
」（
一
九
）
に
対
し
て
、
公
朝
詠
が
勝
つ
。
素
暹
詠
に
先
行
す
る
類
歌
に
「
佐
保
姫
の
霞
の
衣
ぬ
き
を
薄
み
花
の
錦
を
立
ち
や
か
さ
ね
ん
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
保
四
年
二
月
御
百
首
・
僧
正
公
朝
の
和
歌
注
釈
稿
補
遺
四
九
春
・
五
一
三
）
が
あ
る
。
ま
た
、「
春
の
上
着
」
は
新
鮮
な
歌
語
だ
が
、
定
家
と
も
交
わ
っ
た
鑁
也
「
霞
き
る
春
の
上
着
の
う
つ
た
へ
に
雪
ぎ
え
の
風
に
夜
寒
や
あ
る
ら
ん
」（
露
色
随
詠
集
・
五
五
四
）
か
ら
学
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
先
行
し
て
、
「
朝
ぼ
ら
け
紅
葉
の
錦
見
渡
せ
ば
霧
こ
そ
秋
の
上
着
な
り
け
れ
」（
殿
上
歌
合
承
保
二
年
・
あ
さ
ぎ
り
・
八
・
国
仲
）
が
あ
る
が
、
こ
の
歌
を
素
暹
が
知
り
得
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
（
山
路
花
）
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た
だゝ
越こ
えへ
ん
こ
れ
は
ま
だ
見み
ぬ
山
な
れ
ど
あ
た
ら
桜
に
し
をほ
り
を
ば
せ
じ
（
十
五
番
・
三
〇
）
〔
通
釈
〕（
山
路
の
花
）
た
だ
ひ
た
す
ら
越
え
よ
う
。
こ
れ
は
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
山
で
あ
る
け
れ
ど
、
も
っ
た
い
な
く
も
、
そ
の
桜
の
花
に
道
標
の
枝
折
り
は
す
る
ま
い
。
〔
参
考
〕　
遠
方
や
ま
だ
見
ぬ
山
は
霞
に
て
な
ほ
花
思
ふ
志
賀
の
山
越
え
（
秋
篠
月
清
集
・
歌
合
百
首
・
志
賀
山
越
・
三
一
一
）
山
ぶ
し
の
人
も
き
て
み
ぬ
苔
の
袖
あ
た
ら
桜
を
打
ち
払
ひ
つ
つ
（
仙
洞
句
題
五
十
首
・
深
山
花
・
六
六
・
定
家
）
し
ほ
り
せ
で
な
ほ
山
深
く
分
け
入
ら
ん
憂
き
こ
と
聞
か
ぬ
所
あ
り
や
と
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
四
三
・
西
行
）
〔
補
説
〕　
参
考
の
良
経
の
「
遠
方
や
」
歌
は
、
俊
成
の
「
面
影
に
花
の
姿
を
先
立
て
て
幾
重
越
え
来
ぬ
峰
の
白
雲
」（
続
詞
花
集
・
春
下
・
五
〇
。
新
勅
撰
集
・
春
上
・
五
七
他
）
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
か
。
公
朝
詠
に
も
、
俊
成
歌
の
趣
が
微
か
に
あ
る
。
　
左
の
素
暹
詠
「
花
見み
て
は
行ゆ
か
れ
ざ
り
け
り
む
ば
玉
の
夜よる
こ
そ
越こ
え
め
み御
吉
野の
のゝ
山
」（
二
九
）
対
し
て
、
公
朝
詠
が
勝
つ
。
素
暹
詠
の
初
二
句
は
、「
花
見
て
は
い
と
ど
家
路
ぞ
急
が
れ
ぬ
待
つ
ら
ん
と
思
ふ
人
し
な
け
れ
ば
」（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
七
六
五
・
実
定
）
五
〇
と
「
思
ひ
侘
び
昨
日
山
べ
に
入
り
し
か
ど
ふ
み
見
ぬ
道
は
行
か
れ
ざ
り
け
り
」（
後
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
二
七
・
道
命
）
に
拠
っ
て
い
よ
う
か
。
ま
た
、
前
年
の
『
宗
尊
親
王
百
五
十
番
歌
合
』
の
「
花
見
て
は
帰
る
心
の
あ
ら
ば
こ
そ
分
け
入
る
山
に
し
を
り
を
も
せ
め
」
（
春
・
一
九
・
時
家
）
に
刺
激
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
（
閑
居
花
）
338　
今
こ
そ
あ
れ
住
み・
来こ
し
宿
の
桜
花
昔
の
春
は
寂さひ
し
と
も
見み
ず
（
二
十
番
・
四
〇
）
〔
通
釈
〕（
閑
居
の
花
）
今
こ
そ
寂
し
く
あ
る
の
だ
。
ず
っ
と
住
み
来
た
っ
た
家
の
桜
の
花
よ
。（
今
に
比
べ
れ
ば
）
昔
の
春
は
、
寂
し
い
と
も
思
わ
な
い
。
〔
本
歌
〕　
今
こ
そ
あ
れ
我
も
昔
は
男
山
さ
か
ゆ
く
時
も
あ
り
来
し
も
の
を
（
古
今
集
・
雑
上
・
八
八
九
・
読
人
不
知
）
〔
参
考
〕　
音
に
立
て
て
な
か
ぬ
日
は
な
し
鶯
の
昔
の
春
を
思
ひ
や
り
つ
つ
（
後
撰
集
・
哀
傷
・
一
四
〇
七
・
大
輔
）
〔
補
説
〕　
左
の
素
暹
詠
「
絶た
え
て
は
や
問
は・
れ
ぬ
宿
に
あ
ぢ
き
な
く
今こ
年とし
も
花
の
人
目め
待
つ・
ら
ん
」
が
勝
つ
。
こ
れ
は
、「
宿
近
く
梅
の
花
植
ゑ
じ
あ
ぢ
き
な
く
待
つ
人
の
香
に
あ
や
ま
た
れ
け
り
」（
古
今
集
・
春
上
・
三
四
・
読
人
不
知
）
を
本
歌
に
取
っ
た
か
。
初
句
は
、
先
行
例
が
見
え
ず
不
審
で
、「
堪
へ
て
や
は
」
の
誤
り
か
と
も
疑
わ
れ
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。「
絶
え
て
は
や
」
で
、
解
釈
す
る
と
、「
人
跡
は
は
や
絶
え
て
、
人
に
訪
問
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
家
に
、
た
だ
虚
し
い
こ
と
に
も
、
今
年
も
花
が
人
の
来
て
見
る
の
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
か
。
僧
正
公
朝
の
和
歌
注
釈
稿
補
遺
五
一
（
河
上
花
）
339　
憂
き・
な
が
ら
消き
え
せ
ぬ
濤
（
あ
わ
）や
滝たき
河
の
岩
瀬
み
な
ぎ
る
花
の
白
浪
（
廿
五
番
・
五
〇
）
〔
通
釈
〕（
河
上
の
花
）
憂
き
ま
ま
に
浮
き
な
が
ら
消
え
る
こ
と
の
な
い
泡
は
、
滝
川
の
岩
瀬
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
散
っ
た
花
の
白
波
な
の
だ
。
〔
本
歌
〕　
う
き
な
が
ら
消
え
せ
ぬ
も
の
は
身
な
り
け
り
う
ら
や
ま
し
き
は
水
の
泡
か
な
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
む
ま
ご
に
後
れ
侍
り
て
・
一
三
一
三
・
中
務
）
〔
参
考
〕　
嵐
吹
く
山
の
麓
の
か
く
み
河
岩
瀬
み
な
ぎ
り
行
く
紅
葉
か
な
（
百
首
歌
合
建
長
八
年
・
秋
・
八
二
八
・
家
良
）
〔
語
釈
〕　
○
憂
き
―
「
濤
」「
白
浪
」
の
縁
で
「
浮
き
」
が
掛
か
る
。
○
濤
―
本
歌
に
照
ら
し
て
「
あ
わ
」
と
読
む
。『
類
聚
名
義
抄
』
の
「
濤
」
に
「
ア
ハ
タ
ツ
」
の
訓
が
見
え
る
。
〔
補
説
〕　
本
歌
は
、「
う
き
な
が
ら
消（け）
ぬ
る
泡
と
も
な
り
な
な
む
な
が
れ
て
と
だ
に
頼
ま
れ
ぬ
身
は
」（
古
今
集
・
恋
五
・
八
二
七
・
友
則
）
を
踏
ま
え
る
。
左
の
素
暹
詠
「
厭いと
へ
ど
も
嵐
吹
き・
し
く
山
河
の
浪
の
騒さは
ぎ
は
桜さくらな成り
け
り
」（
四
〇
）
が
勝
つ
。
こ
れ
は
、「
知
り
に
け
む
聞
き
て
も
厭
へ
世
の
中
は
浪
の
騒
ぎ
に
風
ぞ
し
く
め
る
」（
古
今
集
・
雑
下
・
九
四
六
・
布
留
今
道
）
を
本
歌
に
す
る
。
長
明
の
「
吉
野
山
浅
瀬
白
浪
岩
越
え
て
音
せ
ぬ
水
は
桜
な
り
け
り
」（
長
明
集
・
春
・
花
・
一
〇
）
や
慈
円
の
「
白
河
の
浪
に
乱
れ
て
咲
く
花
は
い
と
よ
り
か
か
る
桜
な
り
け
り
」（
仙
洞
句
題
五
十
首
・
河
辺
花
・
五
七
）
に
通
う
趣
も
あ
る
。
以
上
、
五
番
中
、
素
暹
詠
の
勝
三
番
、
公
朝
詠
の
勝
二
番
で
あ
る
。
五
二
公
朝
詠
作
各
集
番
号
別
一
覧
＊
各
集
名
の
下
の
算
用
数
字
は
入
集
歌
数
。
そ
の
下
に
、
新
編
国
歌
大
観
番
号
（
漢
数
字
）
を
示
す
。「
＝
」
以
下
に
、
頭
の
二
～
四
文
字
を
各
集
名
の
略
称
と
し
て
重
出
状
況
を
示
す
。
た
だ
し
、『
東
撰
六
帖
抜
粋
本
』
は
「
抜
粋
」、『
三
十
六
人
大
歌
合
』
は
「
大
合
」、『
歌
枕
名
寄
』
は
「
名
寄
」
と
す
る
。
各
集
名
の
「
和
歌
」
は
省
略
す
る
。
各
末
尾
に
底
本
を
示
す
。
勅
撰
和
歌
集
続
古
今
集
４　
五
〇
一
＝
和
漢
兼
作
集
・
八
五
三
、
歌
枕
名
寄
・
一
一
六
一
。
一
一
四
二
。
一
八
一
七
。
一
八
五
二
。（
尊
経
閣
文
庫
伝
為
氏
筆
本
。
続
拾
遺
集
６　
五
〇
一
。
五
四
二
＝
名
寄
・
一
六
九
三
。
五
九
七
。
六
二
一
＝
抜
粋
・
二
四
三
、
新
三
・
二
六
八
（
作
者
「
前
僧
正
実
伊
」）。
六
三
八
。
一
二
〇
七
。
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
（
伝
飛
鳥
井
雅
康
筆
）。
新
後
撰
集
６　
九
〇
。
三
七
二
＝
大
合
・
一
二
八
。
六
四
一
。
一
一
四
八
＝
人
家
・
一
五
一
、
題
林
・
八
四
三
二
。
一
二
九
六
。
一
三
三
三
。
書
陵
部
蔵
兼
右
筆
二
十
一
代
集
本
（
五
一
〇
・
一
三
）（
以
下
新
後
拾
遺
集
ま
で
同
じ
）。
玉
葉
集
２　
七
〇
五
＝
題
林
・
三
九
四
二
。
二
六
七
七
。
同
右
。
続
千
載
集
４　
四
七
二
。
七
九
八
。
一
〇
九
三
。
一
九
二
五
。
同
右
。
続
後
拾
遺
集
２　
一
一
〇
三
＝
名
寄
・
二
七
〇
三
（
作
者
名
無
し
）。
一
二
九
六
＝
秋
風
・
六
〇
二
。
同
右
。
風
雅
集
１　
一
四
五
四
。
同
右
。
新
千
載
集
２　
二
六
七
＝
人
家
・
一
三
九
、
六
華
・
三
九
七
（
作
者
「
土
御
門
院
」）。
二
一
三
二
。
同
右
。
僧
正
公
朝
の
和
歌
注
釈
稿
補
遺
五
三
新
後
拾
遺
集
２　
四
七
六
＝
題
林
・
五
〇
八
八
。
六
〇
一
＝
大
合
・
一
二
二
、
題
林
一
二
四
三
。
同
右
。
小
計
29
首
。
私
撰
集
・
歌
合
等
秋
風
集
１　
六
〇
二
＝
続
後
拾
・
一
二
九
六
。
書
陵
部
蔵
本
（
五
〇
一
・
一
二
七
）。
東
撰
六
帖
６　
九
＝
抜
粋
・
九
。
六
〇
。
六
四
＝
抜
粋
・
三
七
。
九
六
＝
抜
粋
・
五
一
。
二
一
〇
。
二
二
四
。
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
（
一
二
九
・
一
九
）。
同
抜
粋
本
11　
九
＝
東
撰
・
九
。
三
七
＝
東
撰
・
六
四
。
五
一
＝
東
撰
・
九
六
。
一
四
八
。
一
四
九
（
前
歌
の
作
者
名
が
掛
か
る
と
す
れ
ば
公
朝
歌
）。
二
〇
八
＝
別
本
・
五
九
四
。
二
四
三
＝
続
拾
・
六
二
一
、
新
三
・
二
六
八
（
作
者
「
前
僧
正
実
伊
」）。
二
八
五
。
三
六
八
。
三
六
九
（
前
歌
の
作
者
名
が
掛
か
る
と
す
れ
ば
公
朝
歌
）。
四
三
四
。
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
中
川
文
庫
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像
デ
ー
タ
に
よ
る
）、「
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
／
中
川
文
庫
本
「
東
撰
和
歌
六
帖
」（
解
説
と
翻
刻
）」
（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
二
、
昭
五
一
・
三
）
の
翻
印
を
参
照
。
宗
尊
親
王
家
百
五
十
番
歌
合
10
（
あ
る
い
は
９
）
六
。
三
六
＝
夫
木
・
一
〇
〇
一
九
。
六
六
＝
夫
木
・
二
六
三
八
。
九
六
。
一
二
六
＝
人
家
一
四
〇
。
一
五
六
。
一
八
六
＝
人
家
・
一
四
六
、
夫
木
・
一
〇
七
八
〇
。
二
一
六
。
二
四
六
。
二
七
五
（
作
者
「
能
清
朝
臣
」。
錯
乱
か
）
＝
人
家
・
一
四
九
。
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
。
弘
長
歌
合
４　
二
二
。
三
四
。
四
六
。
五
八
＝
夫
木
・
九
九
一
一
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
定
家
家
隆
両
卿
歌
合
幷
弘
長
歌
合
』
（
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
Ｈ—
743—
50
）
本
（
写
真
版
）。
佐
藤
智
広
「
宗
尊
親
王
弘
長
二
年
歌
合
二
種
に
つ
い
て
」（『
昭
和
学
院
国
語
国
文
』
三
七
、
平
二
一
・
三
）
の
翻
刻
を
参
照
し
、
歌
番
号
は
そ
れ
に
拠
る
。
歌
合　
弘
長
二
年
三
月
十
七
日
５　
一
〇
。
二
〇
。
三
〇
。
四
〇
。
五
〇
。
同
右
。
五
四
三
十
六
人
大
歌
合
５　
一
二
二
＝
新
後
拾
・
六
〇
一
、
題
林
一
二
四
三
。
一
二
四
。
一
二
六
＝
名
寄
・
七
三
一
一
。
一
二
八
＝
新
後
撰
・
三
七
二
。
一
三
〇
＝
六
華
一
八
〇
二
（
六
花
集
注
・
三
九
八
）。
書
陵
部
蔵
（
特
・
六
一
）
本
。
人
家
集
18　
一
三
四
＝
六
華
・
一
六
一
。
一
三
五
。
一
三
六
＝
和
漢
・
二
九
八
。
一
三
七
（
類
似
歌
、
別
本
・
五
九
三
、
和
漢
・
四
三
四
）。
一
三
八
。
一
三
九
＝
新
千
・
二
六
七
、
六
華
・
三
九
七
（
作
者
「
土
御
門
院
」）。
一
四
〇
＝
宗
尊
・
一
二
六
。
一
四
一
。
一
四
二
。
一
四
三
。
一
四
四
。
一
四
五
。
一
四
六
＝
宗
尊
・
一
八
六
、
夫
木
・
一
〇
七
八
〇
。
一
四
七
＝
新
後
撰
・
一
三
三
三
。
一
四
八
。
一
四
九
＝
宗
尊
・
二
七
五
（
作
者
「
能
清
朝
臣
」。
錯
誤
か
）。
一
五
〇
＝
拾
遺
・
二
二
五
。
一
五
一
＝
新
後
撰
・
一
一
四
八
、
題
林
＝
八
四
三
二
。
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
。
福
田
秀
一
「
人
家
和
歌
集
（
解
説
・
錯
簡
考
と
翻
刻
）」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
七
号
、
昭
五
六
・
三
）
の
本
文
復
元
案
に
拠
る
。
閑
月
集
２　
四
三
三
。
五
〇
四
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
本
（
高
松
宮
伝
来
禁
裏
本
。
文
化
庁
蔵
時
代
の
紙
焼
写
真
に
拠
る
）。
同
本
を
底
本
と
し
た
古
典
文
庫
本
を
参
照
。
別
本
和
漢
兼
作
集
３　
五
九
三
＝
和
漢
・
四
三
四
（
＝
人
家
・
一
三
七
は
改
作
か
）。
五
九
四
＝
抜
粋
・
二
〇
八
。
五
九
五
。（
他
に
四
首
の
漢
詩
句
あ
り
）。
島
津
忠
夫
氏
蔵
本
（『
別
本
和
漢
兼
作
集
と
研
究
』（
未
刊
国
文
資
料
）
の
翻
印
に
拠
る
）。
和
漢
兼
作
集
３　
二
九
八
＝
人
家
・
一
三
六
。
四
三
四
＝
別
本
・
五
九
三
。
八
五
三
＝
続
古
・
五
〇
一
、
歌
枕
名
寄
・
一
一
六
一
。
書
陵
部
蔵
本
を
底
本
と
す
る
新
編
国
歌
大
観
本
。
拾
遺
風
体
集
15　
（
抄
出
本
７
）　
八
。
二
〇
。
三
九
。
一
一
五
。
一
五
九
（
抄
）。
二
二
五
（
抄
）
＝
人
家
・
一
五
〇
。
二
三
七
（
抄
）。
二
三
九
。
三
二
八
（
抄
）。
三
五
一
。
三
八
二
（
抄
）。
四
〇
〇
。
四
三
二
。
四
八
一
（
抄
）。
五
〇
二
（
抄
）。
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
（
一
三
〇
・
七
）。
歌
枕
名
寄
３　
一
一
六
一
＝
続
古
・
五
〇
一
、
兼
作
・
八
五
三
。
一
六
九
三
＝
続
拾
・
五
四
二
。
二
七
〇
三
〔
作
者
名
無
し
〕
＝
続
後
僧
正
公
朝
の
和
歌
注
釈
稿
補
遺
五
五
拾
・
一
一
〇
三
。
七
三
一
一
＝
大
合
・
一
二
六
。
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
刊
本
を
底
本
と
し
た
新
編
国
歌
大
観
本
。
夫
木
抄　
236
（
二
首
重
出
）　
一
五
。
二
二
〇
～
二
二
三
。
五
一
四
。
七
〇
一
～
七
〇
三
。
七
八
三
。
一
〇
八
九
～
一
〇
九
〇
。
一
一
二
五
～
一
一
二
八
。
一
一
七
九
。
一
二
〇
六
。
一
四
九
七
。
一
七
五
三
。
一
七
六
五
。
一
七
七
九
。
一
八
八
四
～
一
一
八
五
。
二
〇
八
一
～
二
〇
八
二
。
二
一
六
九
。
二
一
九
四
。
二
二
〇
一
。
二
三
三
四
。
二
四
七
三
～
二
四
七
四
。
二
五
四
一
。
二
六
三
八
＝
宗
尊
・
六
六
。
二
七
九
一
。
二
八
七
五
。
二
八
九
三
。
三
一
四
八
。
三
二
八
六
。
三
三
五
六
。
三
四
二
一
。
三
四
七
七
。
三
六
六
五
。
三
七
八
七
。
三
九
六
五
～
三
九
六
六
。
四
二
一
〇
。
四
二
八
三
。
四
三
四
二
。
四
七
〇
三
～
四
七
〇
四
。
四
八
四
九
～
四
八
五
〇
。
四
九
五
九
。
四
九
六
八
。
五
〇
二
二
。
五
四
三
八
。
五
七
九
二
～
五
七
九
三
。
五
八
六
一
～
五
八
六
二
。
六
〇
二
〇
。
六
〇
五
三
。
六
八
〇
三
～
六
八
〇
五
。
六
八
二
六
～
六
八
二
八
。
六
八
七
七
～
六
八
七
九
。
六
九
七
〇
。
七
〇
四
一
。
七
一
三
二
。
七
四
二
五
。
七
四
三
一
～
七
四
三
二
。
七
五
三
四
～
七
五
三
五
。
七
五
三
六
＝
六
華
・
一
三
八
九
（
六
花
集
注
・
一
六
一
）。
七
五
三
七
～
七
五
三
八
。
七
七
六
一
。
七
七
六
九
～
七
七
七
〇
。
七
八
八
八
。
七
九
九
七
。
八
一
九
九
。
八
二
六
九
。
八
二
九
六
。
八
三
四
八
。
八
四
八
九
。
八
八
一
七
。
八
九
四
一
。
八
九
五
七
。
八
九
九
〇
。
八
九
九
九
。
九
〇
一
〇
。
九
一
四
七
＝
夫
木
・
一
五
九
六
九
。
九
二
一
七
。
九
二
二
〇
。
九
二
四
〇
。
九
三
二
八
。
九
四
五
一
。
九
六
八
四
。
九
七
三
五
。
九
七
四
四
。
九
七
七
〇
。
九
九
一
一
＝
弘
長
歌
合
・
五
八
。
一
〇
〇
〇
五
。
一
〇
〇
一
九
＝
宗
尊
・
三
六
。
一
〇
一
四
四
。
一
〇
一
四
八
。
一
〇
三
三
七
。
一
〇
四
六
九
。
一
〇
四
八
九
。
一
〇
五
〇
二
。
一
〇
五
三
六
。
一
〇
五
四
四
。
一
〇
五
七
三
。
一
〇
五
八
〇
。
一
〇
六
五
二
。
一
〇
六
八
一
。
一
〇
六
八
八
。
一
〇
六
九
四
～
一
〇
六
九
五
。
一
〇
六
九
九
。
一
〇
七
八
〇
＝
宗
尊
・
一
八
六
、
人
家
・
一
四
六
。
一
〇
九
五
九
。
一
一
〇
六
五
。
一
一
一
七
六
。
一
一
三
一
一
。
一
一
三
九
四
。
一
一
五
四
五
。
一
一
七
三
四
。
一
一
八
三
三
。
一
一
八
五
八
。
一
一
八
六
三
。
一
一
八
八
八
。
一
一
九
〇
四
。
一
一
九
三
四
。
一
一
九
四
〇
。
一
一
九
五
六
。
一
二
〇
〇
一
。
一
二
一
六
七
。
一
二
二
八
六
。
一
二
三
六
七
。
一
二
三
七
二
。
一
二
三
九
四
。
一
二
四
二
四
。
一
二
四
五
三
。
五
六
一
二
五
〇
〇
。
一
二
六
六
六
。
一
二
六
七
九
。
一
二
七
一
八
。
一
二
七
二
四
～
一
二
七
二
五
。
一
二
七
七
八
。
一
二
八
五
一
。
一
二
九
二
六
～
一
二
九
二
七
。
一
二
九
六
一
～
一
二
九
六
二
。
一
三
〇
六
九
。
一
三
一
五
九
。
一
三
一
六
一
。
一
三
一
七
七
。
一
三
一
八
五
。
一
三
一
九
五
。
一
三
二
五
四
。
一
三
五
二
五
。
一
三
六
三
五
。
一
三
六
六
二
。
一
三
八
五
六
。
一
三
八
六
七
。
一
三
九
五
五
。
一
四
一
三
五
。
一
四
一
五
五
～
一
四
一
五
六
。
一
四
二
八
四
～
一
四
二
八
六
。
一
四
二
九
一
。
一
四
三
三
八
。
（
一
四
三
三
九
＝
雲
居
寺
結
縁
経
後
宴
歌
・
二
〇
・
木
工
助
敦
隆
の
歌
）。
一
四
三
九
二
。
一
四
四
二
七
。
一
四
五
九
四
。
一
四
七
八
二
。
一
四
九
六
四
～
一
四
九
六
五
。
一
五
〇
八
四
。
一
五
〇
九
八
。
一
五
一
〇
九
。
一
五
一
二
二
。
一
五
一
三
六
～
一
五
一
三
七
。
一
五
一
七
一
。
一
五
一
九
三
。
一
五
二
八
一
。
一
五
三
二
七
～
一
五
三
二
八
。
一
五
五
三
一
。
一
五
五
四
八
。
一
五
六
〇
七
。
一
五
六
四
二
。
一
五
六
六
七
。
一
五
六
七
五
。
一
五
六
九
七
。
一
五
七
一
八
。
一
五
七
二
〇
。
一
五
七
二
八
。
一
五
八
三
六
。
一
五
八
九
一
。
一
五
九
六
九
＝
夫
木
・
九
一
四
七
。
一
五
九
七
〇
～
一
五
九
七
一
。
一
六
〇
八
九
。
一
六
一
二
〇
。
一
六
一
六
五
。
一
六
三
四
五
～
一
六
三
四
六
。
一
六
四
五
六
。
一
六
五
三
七
。
一
六
五
四
九
。
一
六
六
二
九
。
一
六
七
七
四
＝
題
林
愚
抄
・
一
〇
〇
〇
〇
（
作
者
「
公
雄
」）。
一
六
八
一
五
～
一
六
八
一
六
。
一
六
八
六
〇
。
一
六
九
〇
七
。
一
六
九
二
二
。
一
六
九
七
〇
。
一
七
〇
二
九
。
一
七
〇
五
二
。
静
嘉
堂
文
庫
本
。
新
三
井
集
12　
七
。
一
八
。
六
〇
。
一
二
四
。
一
四
七
。
一
六
八
。
一
七
四
。
一
七
九
。
一
九
二
。
二
六
六
。
二
六
八
（
作
者
「
前
僧
正
実
伊
」。
錯
誤
か
）
＝
続
拾
・
六
二
一
、
抜
粋
・
二
四
三
。
二
九
七
。
有
吉
保
氏
蔵
本
を
底
本
と
し
た
新
編
国
歌
大
観
本
。
六
華
集
５　
一
六
一
＝
人
家
・
一
三
四
。
四
九
四
＝
三
百
六
十
・
一
七
七
。
一
三
八
九
（
六
花
集
注
・
一
六
一
）
＝
夫
木
抄
・
七
五
三
六
。
一
七
三
七
（
六
花
集
註
・
三
九
〇
）。
一
八
〇
二
（
六
花
集
註
・
三
九
八
）
＝
大
合
・
一
三
〇
。
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
（
一
三
二
・
八
）。
題
林
愚
抄
５　
一
二
四
三
＝
新
後
拾
・
六
〇
一
、
大
合
・
一
二
二
。
三
九
四
二
＝
玉
葉
・
七
〇
五
。
五
〇
八
八
＝
新
後
拾
・
四
七
六
。
僧
正
公
朝
の
和
歌
注
釈
稿
補
遺
五
七
八
四
三
二
＝
新
後
撰
・
一
一
四
八
、
人
家
・
一
五
一
。
一
〇
〇
〇
〇
（
作
者
「
公
雄
」）
＝
夫
木
抄
・
一
六
七
七
四
。
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
刊
本
（
刈
谷
市
立
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
本
の
紙
焼
写
真
に
よ
る
）。
三
百
六
十
首
和
歌
２
（
一
七
七
～
一
七
九
ま
で
作
者
「
大
僧
正
公
朝
臣
」
の
下
に
あ
る
が
、
一
七
八
は
後
鳥
羽
院
宮
内
卿
の
歌
、
一
七
九
は
他
に
見
え
な
い
歌
）
一
七
七
＝
六
華
集
・
四
九
四
。
一
七
九
。
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
を
底
本
と
す
る
新
編
国
歌
大
観
本
。
一
遍
上
人
絵
伝
１　
聖
戒
本
。『
日
本
の
絵
巻　
20
』（
昭
六
三
・
一
一
、
中
央
公
論
社
）
の
影
印
に
拠
る
。
